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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月22日(2013.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームを送受信するスイッチング装置であって、
　アドレス情報とインタフェース情報とを対応付けたエントリ及び前記エントリ毎に転送
するフレームのトラフィック量を示す帯域情報を保持する中継情報記憶部と、
　受信したフレームの送信元アドレスおよび受信インタフェース情報を前記中継情報記憶
部の前記アドレス情報およびインタフェース情報として記憶させ、受信したフレームの宛
先アドレスに基づいて前記中継情報記憶部の前記アドレス情報を検索し、対応するインタ
フェース情報を取得することにより受信したフレームを出力すべき送信先インタフェース
を決定する中継情報操作部と、
　前記帯域情報に基づいて前記中継情報記憶部が保持するエントリを削除する中継情報削
除部と、を有することを特徴とするスイッチング装置。
【請求項２】
　請求項１記載のスイッチング装置であって、
　前記中継情報削除部は、前記帯域情報が低くトラフィック量の少ないエントリを優先し
て削除対象とすることを特徴とするスイッチング装置。
【請求項３】
　請求項１または２いずれかに記載のスイッチング装置であって、
　前記中継情報記憶部は、さらに、前記エントリ毎の優先度を示す優先度情報を保持し、
前記中継情報削除部は、前記中継情報記憶部がエントリ毎に保持する帯域情報の高低およ
び優先度情報の高低に基づいて削除対象とするエントリを決定する、ことを特徴とするス
イッチング装置。
【請求項４】
　請求項３記載のスイッチング装置であって、
　前記中継情報削除部は、前記帯域情報が低くトラフィック量が少なくかつ前記優先度情
報が低いエントリを優先して削除対象とすることを特徴とするスイッチング装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のスイッチング装置であって、
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　前記中継情報削除部は、前記中継情報記憶部が保持するエントリ数が所定の閾値を越え
た場合に、前記エントリの削除を行うことを特徴とするスイッチング装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載のスイッチング装置であって、さらに、管理装
置からのコマンドを受信し、前記中継情報記憶部が保持するエントリを前記管理装置に出
力するコマンド処理部を備えることを特徴とするスイッチング装置。
【請求項７】
請求項１ないし６いずれかに記載のスイッチング装置であって、
前記アドレス情報はＭＡＣアドレス、前記送信元アドレスは送信元ＭＡＣアドレス、前記
宛先アドレスは宛先ＭＡＣアドレスであって、
前記中継情報記憶部は、前記ＭＡＣアドレスと前記インタフェース情報とを対応付けたＦ
ＤＢ（Ｆｏｒｗａｒｄｉｎｇ　ＤａｔａＢａｓｅ）を保持し、
前記中継情報操作部は、受信したフレームに基づいて送信元ＭＡＣアドレスと受信インタ
フェースを学習して前記ＦＤＢを更新し、受信したフレームの宛先ＭＡＣアドレスに基づ
いて前記ＦＤＢを検索して受信したフレームを出力すべき送信先インタフェースを決定す
る、ことを特徴とするスイッチング装置。


	header
	written-amendment

